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目  的 

カタクチイワシは，常磐・房総海域におけるまき網漁業

の重要資源で，茨城県船が約半数を占める北部太平洋まき

網漁業による平成 19 年の本種の生産量は，全国生産量 36

万3千トンの44％に相当するおよそ16万トンであった。 

現在，国の資源評価や各都道府県が作成する漁況予報に

おいて，本種の年齢査定は，Hayashi, Ｓ.and K. Kondo

（1957）の「年 1 回冬季に鱗に輪紋が形成される。」とい

う研究成果に基づき「鱗」を用いて行われている。しかし，

我が国周辺海域に分布する本種の産卵期は春季から冬季

（船越1990）とほぼ周年にわたることから，冬輪とは別に

産卵などによる成長停滞が原因になって偽輪が形成され，

年齢を過大に推定する可能性が指摘されてきた。 

そこで，八角らは（2007），平成年代の本種について，2001

年級群を対象にHayashi, Ｓ.and K. Kondo（1957）の方法

と同様，鱗の縁辺長を計測し，年齢形質としての有効性に

ついて，再度検討した。その結果，年1回冬季に，輪紋が

形成されていることを明らかにし，その有効性を確認して

いる。 

一方，耳石に形成される微細輪紋（以下「耳石微細輪紋」

という。）による年齢査定に関しては，三谷（2001），由上

（2002）が，本種の成魚（被鱗体長 7cm～13.7cm）でも耳

石に１日１本輪紋が形成されることを前提に日齢査定を

行った。その結果，体長 12cm 以上の大型成魚でも耳石微

細輪紋は 231 本/個体～329 本/個体しか確認できなかった

ことから，本種は誕生から１年～1.5 年程度しか生きられ

ない年魚であろうという仮説を示した。この仮説を立証す

るため，並木ら（2006）および金ら(2010）は，未成魚か

ら成魚までの耳石微細輪紋の形成に日周性があるか否か

を飼育実験により検討した。その結果，水温15℃以上では

日周性がみられるが，12℃以下では日周性がみられないこ

とを明らかにし，飼育実験では，耳石微細輪紋の形成に日

周性がないことが確認されている。しかし，フィ-ルドに

おけるカタクチイワシでは，耳石微細輪紋の形成について，

日周性の有無を検討した研究は，これまで行われていない。 

本研究は，フィ-ルドにおけるカタクチイワシ成魚につい

て，耳石微細輪紋の形成に関する日周性の有無を判定し，

この年齢形質としての有効性を明らかにすることを目的

に実施した。 

なお，本研究は，平成18年度特別電源所在県科学技術振

興事業費で実施したものである。 

 

方  法 

（１）解析区分の設定 

図１に，本研究において想定したカタクチイワシ本州太

平洋系群の資源構造と回遊仮説を示した。この図は，渡部

（1977），近藤(1991)，鶴田（1994），福田（2008），堀（1972），

三原(2000)，八角・平野・永島(2002) ，八角（2011），久

保田（2012）などの既往の知見や近年の沖合域における成

魚の分布調査の結果から作成したもので，渡部（1977），

八角・平野・永島(2002) ，八角(2011)および久保田（2012）

に従い，資源構造の異なる２つの魚群を想定した。一つは，

本州太平洋岸の沿岸～沖合域において，早春季～春季（2

月～5 月）に生まれ，１歳春季～夏季に常磐・房総海域か

ら三陸・道東海域および千島列島の沿岸～沖合の広大な海

域に分布域を広げ，冬春季（12月～翌年3月），体長12cm

以上の大型成魚（2 歳魚）として，再び常磐・房総海域に

来遊した後，さらに春季の産卵のため（銭谷・木村 1997，

八角 2011），本州太平洋岸を日向灘まで南下回遊して，熊

野灘や日向灘の中型まき網漁業など，相模湾以南の春季に

おけるカタクチイワシ漁況に大きな影響を与えるグル-プ

（沖合回遊型）である。もう一つは主に沿岸域において，

春季～秋季に生まれ，常磐・房総海域から仙台湾までの比

較的狭い海域の沿岸域や東京湾，伊勢湾内（外海域と湾内



10                     八角 直道 

を季節移動）を回遊し，0歳の9月～11月に被鱗体長（以

下「体長」という。）6～9cm および 1 歳の７月～9 月頃に

体長 10～12cm 未満の小型成魚として，仙台湾の定置網や

房総の２そうまき網漁業，その他各地の沿岸域で漁獲され

るグル-プ（沿岸・内湾回遊型）である。 

このため，本研究における解析区分については，この資

源構造や回遊仮説に基づき，「北上期」（常磐・房総，4

月～6 月），「夏・秋季」（常磐・房総，8 月～10 月），

「南下期」（常磐・房総 12 月～翌年 2 月）および「熊野

灘」（翌年2月～3月）の4区分とし，このうち「北上期」，

「南下期」および「熊野灘」の各魚群については「沖合回

遊型」のグル-プを，また「夏・秋季」については「沿岸・

内湾回遊型」のグル-プをそれぞれ想定した。 

沿岸・内湾回遊型沿岸・内湾回遊型沿岸・内湾回遊型沿岸・内湾回遊型

4月～５月

６月

７月～１０月

１１月

１２月

２月～３月

９月～１０月

索餌海域索餌海域索餌海域索餌海域

産卵海域産卵海域産卵海域産卵海域

沖合回遊型沖合回遊型沖合回遊型沖合回遊型

 

   図１ 本州太平洋系群の資構構造と回遊仮説 

 

（２）解析の考え方 

この研究は，「現在，本種の年齢形質として有効と考え

られている「鱗の輪紋数」により年齢査定したある年級群

について，1 歳春季の「北上期」から 2 歳冬春季の「熊野

灘」まで時系列にサンプリングした場合，耳石微細輪紋の

形成に日周性があるならば，その数は，時間の経過に見合

う形で増加していくだろう。」という仮定のもと，耳石微

細輪紋に時間の経過に見合う数が見られれば，その形成に

は日周性があり，耳石微細輪紋は年齢形質として有効であ

るが，そうでない場合には，日周性はなく，年齢形質とし

て有効と言えないという考え方で解析した。 

 

（３）標本の選択の考え方 

「北上期」から「熊野灘」までの標本の耳石微細輪紋数

の推移を見る場合，本種の産卵期が春季～秋季と非常に長

いため，同じ発生群を選択しなければ，すなわち，標本の

スタート時を同じにしなければ耳石微細輪紋を計数して

も，時間の経過に見合った本数があるとは言えない。この

ため，各解析区分において，同じ時期に発生したと思われ

る個体を選択した。 

鱗の輪紋は，成長停滞期の冬春季に年1回形成されてい

ることから（Hayashi,Ｓ.and K. Kondo, 1957，八角ら,2007），

誕生から成長停滞期までの期間において，「春季に生まれ

た個体」は「夏・秋季に生まれた個体」に比べ，成長でき

る期間が長いため、体長は夏秋季に生まれた個体よりも大

きくなると考えられる。他方，体長と鱗長（鱗の中心から

縁辺までの距離）は，ほぼ正比例の関係にあることから

（Hayashi, Ｓ.and K. Kondo,1957），鱗の中心から第一

輪までの距離（以下「鱗の第一輪長（L ㎜）」という。）

は，成長できる期間の長い「春生まれ」の方が，成長でき

る期間が短い「夏・秋季生まれ」に比べ長くなるはずであ

る。つまり，個体毎の「第一輪長」の違いは，発生期の違

いを表していると考えられる。このため，本研究では，同

じ発生期の魚群の選択を「鱗の第一輪長」で行なった。 

 

（４）使用した標本 

本研究で使用した標本は，茨城水試が 2003 年 4 月から

2004年3月に茨城県大津漁港，大洗港，波崎漁港，千葉県

銚子漁港の４漁港において，本県まき網漁船から入手した

漁獲物標本および茨城水試漁業調査指導船「いばらき丸」

と「ときわ」が，まき網漁場調査で採集した標本並びに2004

年2月～2004年3月に三重県奈屋浦漁協から取り寄せた漁

獲物標本から，「鱗の第一輪長」が 3.0～3.5 ㎜で，体長

が概ね 12cm 以上の個体を選択した。但し，資源構造と回

遊経路が異なると考えられる「夏・秋季」については，こ

れらの条件を満たす標本が少なかったことから，体長が

12cm未満で，第一輪長が3.0mm以下の個体を主に選定した。

使用した標本は，表１のとおり「北上期」11個体，「南

下期」9 個体，「熊野灘」9 個体，「夏・秋季」11 個

体の合計 40個体である。 

本研究における「鱗の輪紋の定義」については，近藤

(1971)に従い，隆起線の形成間隔の疎密の変化，よじれ，

切断が鱗の被覆部全周にみられるものとし，また，これに

合わない標本は破棄した。採取した部位は，近藤（1957）

に従った。しかし，採取する部位により鱗の形状や大きさ

が異なることから，その位置を固定するとともに，上下左

右の歪みが少ない魚体中央部付近から鱗を採取した。  

なお，本研究において，2002年級群を解析の対象とした

のは，この年級群の資源水準が高く，1 歳春季から 2 歳春

季（4 月～6 月末ごろ）まで研究対象海域に優先的に出現

し，追跡しやすかったためである。 

また，鱗の「第一輪長」が3.0mm～3.5mmの個体を選択し

た理由についても，1歳春季から2歳春季（4月～6月末ご

ろ）まで研究対象海域に主群とともに出現し，追跡しやす

かったためである。本研究における銘柄と体長との関係に

ついては，体長4～6cm未満をカエリ，体長6～8cm未満を

ジャミセグロ，体長8～10cm未満を中セグロ，体長10～12cm

未満を中ゴボ-セグロ，体長 12cm～13cm 未満をゴボ-セグ

ロ，体長13cm以上を大ゴボ-セグロとした。 
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（５）漁獲物の処理並びに標本の作製と測定 

①漁獲物の処理と鱗・耳石標本の数 

まき網漁船から提供を受けた漁獲物標本は生の状態で，

また，調査船により採集した標本は，船上で冷凍保存後に，

それぞれ実験室に持ち帰り，100個体について体長を測定

し，そのうち 20 尾～30 尾について鱗と耳石を採取し

た。 

②鱗標本の作製と測定 

鱗は1個体につき4～8枚採取し，水道水でゴミや表皮を

洗浄後スライドガラスに貼り付け，別なスライドガラスを

被せて乾燥させた後，両サイドをインデックスで止め，こ

れに漁獲年月日，船名，標本番号，体長を記載した。 

測定については，「鱗長」と「縁辺長」を「鱗解析装置」

（オリンパス社製実体顕微鏡SZX16-3141sおよびデジタル

カメラシステム DP71-SET-APR，解析ソフトウェア-三谷商

事 WINROOF）を用いて計測し，「鱗長」-「縁辺長」の式

により「第一輪長」を求めた(図2)。 

 

 

図2   １輪魚の「第一輪長」 

 

表１ 使用した標本 

    

1 a 1 2003/5/1 12.5 3.12 1 2002

2 a 3 2003/5/7 11.3 3.16 1 2002

北 3 a 4 2003/5/7 11.8 3.36 1 2002
4 a 5 2003/5/7 13.0 3.41 1 2002

上 5 a 6 2003/5/27 11.3 3.19 1 2002
6 a 7 2003/5/27 11.8 3.31 1 2002

期 7 a 8 2003/5/27 11.9 3.40 1 2002
8 a 9 2003/5/27 12.4 3.46 1 2002
9 a 11 2003/5/30 12.0 3.07 1 2002
10 a 12 2003/5/30 12.0 3.20 1 2002
11 a 14 2003/5/30 13.2 3.16 1 2002

平均 12.1 3.26

1 b 1 2004/1/26 12.1 3.20 1 2002

2 b 4 2004/1/26 12.9 3.20 1 2002

南 3 b 5 2004/1/30 12.7 3.27 1 2002

4 b 6 2004/1/30 13.2 3.35 1 2002
下 5 b 7 2004/1/7 12.1 3.05 1 2002

6 b 8 2004/1/7 12.8 3.39 1 2002
期 7 b 10 2004/1/9 12.6 3.05 1 2002

8 b 11 2004/1/30 11.6 3.49 1 2002

9 b 14 2004/2/7 12.8 3.14 1 2002

平均 12.5 3.24
1 c 1 2004/2/16 12.9 3.09 1 2002
2 c 3 2004/2/16 13.1 3.26 1 2002

熊 3 c 4 2004/2/16 12.7 3.27 1 2002
4 c 6 2004/2/16 12.1 3.05 1 2002

野 5 c 7 2004/2/16 12.6 3.41 1 2002
6 c 13 2004/3/9 13.0 3.07 1 2002

灘 7 c 14 2004/3/9 13.2 3.09 1 2002
8 c 15 2004/3/9 13.1 3.27 1 2002
9 c 16 2004/3/9 13.0 3.31 1 2002

平均 12.9 3.20

1 d 1 2003/7/3 10.9 2.28 1 2002

2 d 2 2003/7/3 10.7 2.77 1 2002

夏 3 d 5 2003/7/31 11.8 2.73 1 2002

4 d 7 2003/8/6 11.8 2.74 1 2002
秋 5 d 8 2003/8/6 12.1 2.64 1 2002

6 d 9 2003/8/6 12.1 2.97 1 2002
季 7 d 10 2003/8/6 11.2 2.41 1 2002

8 d 11 2003/8/6 11.8 2.34 1 2002
9 d 12 2003/9/2 13.4 3.29 1 2002
10 d 13 2003/9/17 12.5 3.10 1 2002
11 d 14 2003/9/17 11.1 2.13 1 2002

平均 11.8 2.67
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区分 No. 標本 採集年月日 鱗の輪紋数

鱗の第一輪長
(mm)

第1輪紋 

鱗の中心鱗の中心鱗の中心鱗の中心    

鱗長（a） 縁辺長(b) 

第一輪長（L）＝（a）-(b) 
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③耳石標本の作製と輪紋の計数 

耳石標本の作製は，まず，採取した耳石をシリコン包埋

版（LADD 社製）に入れてエポキシ系樹脂（ペテロポキシ

154，米国パル-ス・ペトロ・プロダクツ社製）を用いて，

約 60℃の恒温器中で約 12 時間硬化させ，耳石を包埋した

ブロックを作製した。次にそのブロックの長軸（頭・尾方

向）上の耳石核を含む面を露出させるよう，ブロック両側

から耐水研磨紙（#400，1000，1,200）で研磨し，薄片に

した。更に，これをラッピングフィルム（9 ミクロン），

アルミナパウダ-（3.0ミクロン：フランス・バイコウスキ

-社製）を使って鏡面仕上げした。 

作成した薄片を，金属顕微鏡（Optiphot2，ニコン社製）

に 接 続 し た 日 周 輪 計 測 シ ス テ ム （ APR/W2000XP 

Professional.Ver.5.20，)を用い，計測倍率を 200～500

倍として，耳石微細輪紋の数を計数した。 

なお，耳石標本の作製と耳石微細輪紋の計数業務は，日

本エヌ-・ユ-・エス(株)に委託し実施した。 

 

       結   果 

表2に使用した標本の「鱗の縁辺長」および「耳石微細

輪紋数」の計数結果を示した。 

また，表3に「体長」，「鱗の縁辺長」および「耳石微

細輪紋数」の平均値を北上期から順に纏め，これを図3に

示した。 

「体長」の推移をみると，2003年5月の北上期における

平均体長は 12.1cm であったが，8 カ月後，2004 年１月の

南下期には 12.5cm になり，さらに 10 カ月後の 2004 年 3

月の熊野灘では12.9cmに成長した。 

「鱗の縁辺長」は，2003年5月の北上期で平均0.43mm，

8 カ月後，2004 年１月の南下期のそれは 1.08mm と約 2.5

倍に達し，さらに10カ月後の2004年3月の熊野灘では平

均1.28mmと，北上期のおよそ3倍に達した。

 

表2 「鱗の縁辺長」および「耳石微細輪紋数」の計数結果 

  

鱗長
(mm)

縁辺長
(mm)

耳石微細輪紋数 誕生日
耳石微細輪紋数による

年級群判定

1 a 1 2003/5/1 3.33 0.21 377 2002/4/19 2002

2 a 3 2003/5/7 3.70 0.54 330 2002/6/11 2002
北 3 a 4 2003/5/7 3.78 0.42 353 2002/5/19 2002

4 a 5 2003/5/7 4.04 0.63 373 2002/4/29 2002
上 5 a 6 2003/5/27 3.66 0.47 321 2002/7/10 2002

6 a 7 2003/5/27 3.65 0.34 329 2002/7/2 2002
期 7 a 8 2003/5/27 3.70 0.30 320 2002/7/11 2002

8 a 9 2003/5/27 4.11 0.65 311 2002/7/20 2002
9 a 11 2003/5/30 3.66 0.59 418 2002/4/7 2002

10 a 12 2003/5/30 3.30 0.10 320 2002/7/14 2002
11 a 14 2003/5/30 3.67 0.51 310 2002/7/24 2002

平均 3.69 0.43 342

1 b 1 2004/1/26 4.23 1.03 383 2003/1/8 2003
2 b 4 2004/1/26 4.12 0.92 332 2003/2/28 2003

南 3 b 5 2004/1/30 4.29 1.02 292 2003/4/13 2003
4 b 6 2004/1/30 4.67 1.32 286 2003/4/19 2003

下 5 b 7 2004/1/7 3.96 0.91 309 2003/3/4 2003
6 b 8 2004/1/7 4.98 1.59 253 2003/4/29 2003

期 7 b 10 2004/1/9 4.45 1.40 320 2003/2/23 2003
8 b 11 2004/1/30 3.57 0.08 298 2003/4/7 2003
9 b 14 2004/2/7 4.63 1.49 336 2003/3/8 2003

平均 4.32 1.08 312

1 c 1 2004/2/16 4.42 1.33 356 2003/2/25 2003
2 c 3 2004/2/16 4.75 1.49 359 2003/2/22 2003

熊 3 c 4 2004/2/16 4.17 0.90 416 2002/12/27 2002
4 c 6 2004/2/16 4.33 1.28 437 2002/12/6 2002

野 5 c 7 2004/2/16 4.04 0.63 319 2003/4/3 2003
6 c 13 2004/3/9 3.88 0.81 301 2003/5/13 2003

灘 7 c 14 2004/3/9 4.67 1.58 422 2003/1/12 2003
8 c 15 2004/3/9 4.88 1.61 302 2003/5/12 2003
9 c 16 2004/3/9 4.77 1.46 407 2003/1/27 2003

平均 4.43 1.23 369

1 d 1 2003/7/3 3.16 0.88 274 2002/10/2 2002
2 d 2 2003/7/3 3.43 0.66 254 2002/10/22 2002

夏 3 d 5 2003/7/31 3.60 0.87 270 2002/11/3 2002
4 d 7 2003/8/6 3.30 0.56 250 2002/11/29 2002

秋 5 d 8 2003/8/6 3.53 0.89 365 2002/8/6 2002
6 d 9 2003/8/6 3.78 0.81 304 2002/10/6 2002

季 7 d 10 2003/8/6 3.18 0.77 241 2002/12/8 2002
8 d 11 2003/8/6 3.25 0.92 293 2002/10/17 2002
9 d 12 2003/9/2 3.86 0.56 280 2002/11/26 2002

10 d 13 2003/9/17 3.71 0.60 256 2003/1/4 2003
11 d 14 2003/9/17 3.14 1.01 242 2003/1/18 2003

平均 3.45 0.77 275
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表3  使用した標本の「体長」，「鱗の縁辺長」および「耳石微細輪紋数」（平均値） 

   

区　分 体長（ｃｍ） 鱗の縁辺長（ｍｍ） 耳石微細輪紋数（本）

北上期（5月） 12.1 0.43 342

南下期（1月） 12.5 1.08 312

熊野灘（2月） 12.9 1.23 369
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図3 使用した標本の「体長」，「鱗の縁辺長」および「耳石微細輪紋数」（平均値）の推移 

 

しかし，「耳石微細輪紋数」は，2003年5月の北上期で

平均342本（310-418本）であったものが，8カ月後の2004

年１月における南下期では北上期よりも少ない平均312本

（253-385本）であり，さらに10カ月後の2004年3月の

熊野灘でも平均 369 本（301-437 本）と北上期に比べわず

かに27本増加しただけであった。 

また，耳石微細輪紋数から推定される誕生日は，「北上

期」が2002年4月7日～2002年7月24日，「南下期」が

2003 年 1 月 7日～2003 年 4 月 29 日，「熊野灘」が2002

年12月27日～2003年5月13日であった。 

他方，資源構造が異なる「夏・秋季」の耳石微細輪紋の

数は，平均 275 本（241-365 本）で，これから推定される

誕生日は2002年8月6日～2003年1月18日であった。 

 

考  察 

本研究の結果，「体長」と「鱗の縁辺長」は，時間の経

過とともに大きくなり，体長が 12cm 以上でも魚体の成長

がみられることから，「北上期」（342 本）からの時間の経

過と回遊仮説を考慮すれば，耳石微細輪紋数は8ケ月後の

「南下期」で約580本，10ヶ月後の「熊野灘」で約650本，

形成されていなければならない。しかし，実際に観察され

た数は，「南下期」が312本，「熊野灘」が369本と予想

を遥かに下回るものであった。 

鱗では「北上期」から「熊野灘」まで，回遊仮説と「体

長」および「鱗の縁辺長」に矛盾がなかった。しかし，耳

石では，本来観察されるべき輪紋の数がなく，「北上期」

は鱗と同じ 2002 年級群と推定されたものの，「南下期」

と「熊野灘」では2003年級群と推定され，鱗で2002年級

群を選択して追跡してきたにも係わらず，季節的な移動・

回遊の過程において，2002 年級群が 2003 年級群と入れ替

わるという，鱗から見れば全く矛盾する結果となった。 

また，「北上期」，「南下期」および「熊野灘」につい

て，耳石微細輪紋数から推定される誕生日と本州太平洋系

群の産卵期を比較すると，2002 年および 2003 年の産卵盛

期は4月～9月（中央水研2002，中央水研2003）であった

が，耳石微細輪紋数で解析した標本の誕生日は，6 個体が

産卵量の少ない2～3月であり，また，5個体が産卵期では

ない 11 月～１月と推定された。従って 29 個体中 11 個体

が，産卵量が少ないか，全く見られない時期に誕生したと

個体と推定された。他方，「夏・秋季」については，11個

体の平均耳石微細輪紋数は275本で，これらの個体の誕生

日は，結果の項で記載したとおり 2002 年 8 月 6 日～2003

年 1 月 18 日と推定された。しかし，この年の産卵盛期は

前述のとおり 4 月～9 月で，この期間に誕生したと推定さ

れた個体は 11 個体中 1 個体しかなく，残りは，産卵量が

非常に少なかった10月と産卵期ではない11月～1月に誕

生した個体と推定された。 

従って，解析した40個体のうち50％越える21個体は，

産卵量の少ない時期か，または産卵期ではない時期に誕生

した個体と推定され，この点においても「耳石微細輪紋数」

による結果は矛盾していると考えられる。 

これまでの結果から，金ら(2010）の飼育実験で得られ 

た「水温12℃以下では耳石微輪紋の形成には日周性がみら

れない。」という現象が，フィ-ルドにおける成魚でも生じ

ている可能性が高く，耳石微細輪紋は，本種の成魚の年齢

形質として適していないと考えられる。 

また，このことを常磐・房総海域に出現する具体的な魚

群で考えると，次のようになる。まず，漁場や調査船調査
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による漁獲位置の表面水温から，どの時期に耳石微細輪紋

に日周性がみられなくなるかを推定した。解析した期間は， 

2002年11月～2003年10月とした。解析に用いたデ-タは，

この期間にまき網漁船がカタクチイワシを漁獲した際の

表面水温と茨城水試水戸丸が 2003 年 6 月に三陸沖で，ま

た釧路水試北辰丸が2003年6月，7月，9月に三陸～道東

沖で，それぞれ表層流し網によりカタクチイワシを漁獲し

た際の表面水温である。これらのデ-タでは，2002年11月

～2003年3月の冬春季に表面水温12℃付近（10℃～13℃）

で漁獲されることが多く，4月以降7月にかけては15℃～

18℃台で漁獲されていることから，耳石の微細輪紋は，冬

春季の11月～3月を中心に1日１本形成されていない可能

性が高い。このため，常磐・房総海域に来遊する魚群のう

ち，冬春季を経験したと考えられる「中セグロ」（体長 8

～10cm，冬春季の 2 月～3 月，春季～夏季の 4 月～8 月に

それぞれ 1 歳魚として漁場に来遊）や「中ゴボ-セグロ」

（体長 10～12cm，冬春季の 2 月～3 月，4 月～8 月に中セ

グロ同様 1 歳魚として来遊）および「ゴボ-セグロ」（体

長12cm以上，冬春季の12月～翌年2月に主に2歳魚とし

て来遊）の年齢査定は耳石微細輪紋ではなく，これまでど

おり鱗の輪紋数によって行うべきである。 

一方，冬春季の低水温期を1回も経験したことがない暖

かい水域に分布する「シラス（4月～11月）」や「カエリ

（体長4～6cm，6月～12月）」，「ジャミセグロ（体長6

～8cm，9 月～11 月）」の 0 歳魚では，耳石微細輪紋は年

齢形質として活用できそうに思える。しかし，北海道立釧

路水産試験場（現（地独）北海道立総合研究機構水産研究

本部釧路水産試験場）が，2004 年 11 月に道東沿岸で行っ

たスケトウダラ計量魚群探知機調査における底曳網調査

でスケトウダラ幼魚と一緒に採集されたカタクチイワシ

をみると，体長7ｃｍ～11ｃｍ台のジャミセグロ～中ゴボ-

セグロが出現していることから（釧路水産試験場未発表），

ジャミセグロや中セグロでも，分布や回遊履歴をみて判断

すべきであり，耳石微細輪紋の数で単純に日齢査定や成長

速度の見積を行うべきではないと考えられる。  

 

要  約 

（１）この研究は，「鱗の輪紋数により年齢査定したある

年級群を，現行の回遊仮説に従い，1 歳春季の「北上

期」から2歳冬春季の「熊野灘」まで時系列にサンプ

リングしていけば，耳石微細輪紋の数は，時間の経過

に見合う形で増加していくはずである。」という仮定

のもと，耳石微細輪紋の日周性の有無を判定し，年齢

形質としての有効性を明らかにすることを目的に実

施した。 

（２）本研究では，「鱗の輪紋数」により 2002 年級群と

判定され，且つ発生期の違いを示すと考えられる「鱗

の第一輪長」が 3.0mm～3.5mm で区別した個体の「体

長」，「鱗の縁辺長」および「耳石微細輪紋数」を，

1歳春季の「北上期」から2歳冬春季の「熊野灘」ま

で追跡し，それぞれの値が，時間の経過に見合った数

字を示すか否かを検討した。 

（３）この結果，「体長」と「鱗の縁辺長」は，時間の経

過とともに大きくなったのに対し，耳石微細輪紋では，

「北上期」から「南下期」で8カ月，同じく「熊野灘」

で10カ月を経過しているにも係わらず，その数は「南

下期」が312本，「熊野灘」が369本と「北上期」の

342本とほとんど変わらない結果であった。 

（４）鱗では 2002 年級群を選択して追跡してきたが，耳

石微細輪紋では「南下期」と「熊野灘」ではともに2003

年級群となり，季節的な移動・回遊の過程において，

次の年級群と入れ替わるという，鱗からみれば全く矛

盾する結果となった。 

（５）カタクチイワシ本州太平洋系群の産卵盛期である 4

月～9月に誕生したと推定された個体は，解析した40

個体のうち19個体で，残り21個体は産卵量が少ない

か産卵期ではない時期に誕生した個体と推定された。 

（６）これらの３つの事実は，カタクチイワシの成魚では

耳石微細輪紋が１日１本形成されていないことを示

しており，耳石微細輪紋は，本種成魚の年齢形質とし

て，適していないと考えられる。 
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